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知
事
選
挙
に
お
け
る
保
守
分
裂
選
挙�

―
―
そ
の
動
向
と
背
景
―
―

石　
　

上　
　

泰　
　

州

一　

は
じ
め
に

　

多
党
制
の
も
と
で
知
事
な
ど
の
行
政
長
官
を
選
出
す
る
場
合
、
そ
の
構
図
を
左
右
す
る
第
一
の
要
素
は
、
政
党
間
の
連
携
と
対
立

で
あ
る
。
特
に
、
自
民
党
の
一
党
優
位
的
な
状
況
の
も
と
で
は
、
非
自
民
勢
力
が
連
携
し
て
自
民
党
に
対
抗
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、

自
民
党
が
非
自
民
勢
力
と
連
携
す
る
か
が
焦
点
と
な
る
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
各
地
で
革
新
自
治
体
が
誕
生
し

た
の
は
、
社
会
党
と
共
産
党
を
中
心
と
す
る
非
自
民
勢
力
が
反
自
民
で
連
携
を
強
め
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
後
は
、
自
民
党
が
公
明

党
、
民
社
党
、
さ
ら
に
は
社
会
党
と
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
で
、「
相
乗
り
」「
総
与
党
化
」
と
呼
ば
れ
る
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
っ

一　

は
じ
め
に

二　

知
事
選
挙
に
お
け
る
保
守
分
裂
（
保
守
合
同
前
）

三　

知
事
選
挙
に
お
け
る
保
守
分
裂
（
保
守
合
同
後
）

四　

む
す
び
に
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た
（
（
（

。
比
較
的
最
近
で
は
、
政
権
交
代
が
現
実
味
を
お
び
て
き
た
当
時
の
民
主
党
は
、
自
民
党
と
の
相
乗
り
禁
止
を
打
ち
出
し
て
、
地

方
政
治
に
お
い
て
も
自
民
党
と
の
対
決
姿
勢
を
徹
底
し
よ
う
と
し
た
。

　

各
党
の
こ
う
し
た
連
携
戦
略
の
基
本
方
針
は
、
党
の
中
央
組
織
で
あ
る
党
本
部
が
決
定
す
る
が
、
全
国
す
べ
て
の
地
域
で
足
並
み

が
そ
ろ
う
と
は
限
ら
ず
、
地
域
に
よ
っ
て
連
携
と
対
立
の
状
況
が
異
な
る
こ
と
も
多
い
。
例
え
ば
、
革
新
自
治
体
が
伸
長
し
た
保
革

激
突
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
社
会
党
は
す
べ
て
の
知
事
選
挙
で
自
民
党
に
対
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
自
民
党
と
の
連
携
を
選

択
し
た
地
域
も
存
在
し
て
い
た
。
各
党
の
連
携
戦
略
は
、
時
代
に
よ
り
、
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
多
様
な

状
況
を
呈
し
て
い
る
。

　

知
事
選
挙
の
構
図
を
左
右
す
る
第
二
の
要
素
は
、
県
政
で
最
大
勢
力
を
も
つ
自
民
党
が
候
補
者
を
一
本
化
す
る
か
否
か
、
す
な
わ

ち
、
分
裂
す
る
か
否
か
で
あ
る
。
自
民
党
の
地
方
組
織
は
、
知
事
選
挙
の
候
補
者
選
定
に
お
い
て
、
と
き
に
一
本
化
に
失
敗
し
て
き

た
の
で
あ
り
、
自
民
党
が
分
裂
し
た
場
合
は
、
保
革
対
決
以
上
の
激
戦
を
ま
ね
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
自
民
党
が

分
裂
す
る
場
合
、
非
自
民
勢
力
は
漁
夫
の
利
を
ね
ら
っ
て
対
抗
馬
を
擁
立
し
、
そ
こ
に
結
集
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
分
裂
に
便
乗
し

て
、
い
ず
れ
か
の
保
守
系
候
補
に
相
乗
り
す
る
こ
と
も
多
い
。
後
者
の
場
合
、
政
党
間
の
連
携
と
対
立
と
い
う
第
一
の
要
素
と
、
保

守
分
裂
と
い
う
第
二
の
要
素
と
が
、
連
動
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
二
つ
の
要
素
が
、
知
事
選
挙
の
基
本
的
な
構
図
を
左
右
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
第
三
の
要
素
と
し
て
、
無
党
派
を
標
榜

す
る
有
力
候
補
の
動
向
が
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
。
一
九
九
五
年
、
主
要
政
党
の
相
乗
り
候
補
を
破
っ
て
当
選
し
た
東
京
の
青

島
幸
男
知
事
、
大
阪
の
横
山
ノ
ッ
ク
知
事
の
登
場
以
降
、
政
党
の
支
援
を
求
め
ず
、
あ
る
い
は
、
政
党
の
支
援
を
あ
え
て
断
る
と
い

う
有
力
候
補
が
出
現
し
た
。
無
党
派
を
標
榜
す
る
有
力
候
補
が
出
馬
す
る
場
合
は
、
自
民
党
を
含
む
、
主
要
政
党
の
動
向
だ
け
で
知

事
選
挙
の
帰
趨
が
左
右
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
く
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
知
事
選
挙
の
構
図
を
左
右
す
る
第
二
の
要
素
で
あ
る
、
保
守
分
裂
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
知
事
選
挙
に
お
け
る
保
守
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分
裂
に
つ
い
て
は
優
れ
た
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
が（

（
（

、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
保
守
分
裂
は
件
数
が
急
減
し
、
そ
し
て
急
増
す
る

な
ど
、
大
き
く
変
動
し
て
お
り
、
そ
の
動
向
は
十
分
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
で
は
、
戦
後
、
知
事
公
選
制
が
導
入
さ
れ
て
か

ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
の
保
守
分
裂
選
挙
の
動
向
を
概
観
し
、
そ
の
背
景
と
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
検
討
し
た
い
。

二　

知
事
選
挙
に
お
け
る
保
守
分
裂
（
保
守
合
同
前
）

　

戦
後
最
初
の
衆
議
院
選
挙
は
一
九
四
六
年
四
月
に
実
施
さ
れ
、
第
一
党
が
日
本
自
由
党
（
後
の
自
由
党
）、
第
二
党
が
日
本
進
歩
党

（
後
の
民
主
党
）、
第
三
党
が
日
本
社
会
党
、
第
四
党
が
日
本
協
同
党
（
後
の
国
民
協
同
党
）、
第
五
党
が
日
本
共
産
党
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
当
時
の
新
聞
報
道
等
で
、
保
守
政
党
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
の
は
日
本
自
由
党
と
日
本
進
歩
党
で
あ
り
、
後

に
民
主
党
と
合
流
す
る
日
本
協
同
党
は
「
中
道
」
を
標
榜
し
て
い
た
の
で
、
中
間
政
党
、
中
道
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
以
下
で
は
、

日
本
自
由
党
と
日
本
進
歩
党
、
及
び
両
党
の
流
れ
を
く
む
政
党
を
保
守
政
党
と
位
置
づ
け
、
そ
の
動
向
を
中
心
に
知
事
選
挙
の
構
図

を
整
理
す
る
。

　

最
初
の
知
事
選
挙
は
一
九
四
七
年
四
月
に
実
施
さ
れ
る
が
、
こ
の
月
は
、
戦
後
日
本
の
中
央
・
地
方
の
新
た
な
政
治
指
導
者
を
選

出
す
る
た
め
の
、
ま
さ
に
選
挙
月
間
で
あ
り
、
五
日
に
第
一
回
知
事
選
挙
を
含
む
す
べ
て
の
地
方
自
治
体
の
首
長
選
挙
、
二
〇
日
に

第
一
回
参
議
院
選
挙
、
二
五
日
に
衆
議
院
選
挙
、
三
〇
日
に
す
べ
て
の
地
方
自
治
体
の
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
た（

（
（

。

　

二
五
日
の
衆
院
選
で
は
社
会
党
が
第
一
党
と
な
り
、
後
に
民
主
党
、
国
民
協
同
党
と
の
連
立
に
よ
る
片
山
内
閣
が
発
足
す
る
が
、

知
事
選
挙
が
行
わ
れ
た
五
日
の
時
点
で
は
、
日
本
自
由
党
（
以
下
、
自
由
党
と
表
記
）
と
民
主
党
（
旧
日
本
進
歩
党
）
の
連
立
に
よ
る

吉
田
内
閣
で
あ
っ
た
。
当
時
、
国
政
で
は
自
由
党
、
民
主
党
、
社
会
党
の
主
要
三
党
の
勢
力
が
拮
抗
し
て
お
り
、
知
事
選
挙
に
お
い

て
も
こ
れ
ら
三
党
の
動
向
が
重
要
で
あ
っ
た
。
自
由
党
と
民
主
党
は
、
革
新
陣
営（

（
（

へ
の
対
抗
か
ら
、
保
守
陣
営
と
し
て
の
統
一
候
補
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を
立
て
て
連
携
（
以
下
、
相
乗
り（

（
（

）
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
候
補
を
立
て
る
な
ど
し
て
、「
保
守

分
裂
」
と
な
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。

　

な
お
、
こ
こ
で
「
保
守
分
裂
」
と
は
、
保
守
合
同
に
よ
り
自
民
党
が
発
足
す
る
ま
で
の
間
、
知
事
選
挙
に
お
い
て
、
保
守
系
と
み

な
し
う
る
候
補
（
日
本
自
由
党
と
日
本
進
歩
党
の
流
れ
を
く
む
政
党（

（
（

が
公
認
、
推
薦
す
る
候
補
、
及
び
、
こ
れ
ら
の
政
党
の
公
認
、
推
薦
は

受
け
な
い
が
新
聞
報
道
等
で
保
守
系
と
記
述
さ
れ
て
い
る
候
補
）
が
二
名
以
上
立
候
補
し
て
い
る
選
挙
と
す
る（

（
（

。

　

図
表
1
は
、
三
党
の
連
携
と
対
立
の
状
況
を
中
心
と
し
て
、
第
一
回
知
事
選
挙
の
構
図
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
最
も

多
か
っ
た
の
は
、
自
由
党
と
民
主
党
が
相
乗
り
し
て
社
会
党
（
又
は
社
会
党
と
共
産
党
の
相
乗
り（

（
（

）
と
争
う
、
保
革
対
決
型
の
選
挙
で

あ
る
（
宮
城
、
秋
田
、
群
馬
、
埼
玉
、
東
京
、
山
梨
、
長
野
、
静
岡
、
滋
賀
、
兵
庫
、
広
島
、
福
岡
、
熊
本
、
鹿
児
島
）。
他
に
、
自
由
党
、

民
主
党
の
一
方
だ
け
が
公
認
、
推
薦
候
補
を
立
て
、
保
守
分
裂
と
な
ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
（
京
都
、
大
阪
）。
ま
た
、
自
由
、

民
主
、
社
会
の
三
党
相
乗
り
が
形
成
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
（
福
井
）。

　
「
保
守
分
裂
」
の
選
挙
と
し
て
は
、
右
の
よ
う
な
保
革
対
決
に
、
さ
ら
に
別
の
保
守
系
候
補
が
参
入
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
（
岩

手
、
山
形
、
茨
城
、
栃
木
、
神
奈
川
、
新
潟
、
富
山
、
和
歌
山
、
愛
媛
、
大
分
）、
詳
細
な
構
図
は
、
自
由
党
公
認
（
民
主
党
も
推
薦
）・

社
会
党
公
認
・
保
守
系
無
所
属
の
争
い
（
新
潟
）、
自
由
党
と
民
主
党
の
推
薦
・
社
会
党
公
認
・
自
由
党
公
認
の
争
い
（
神
奈
川
）
な

ど
、
多
様
で
あ
る
。

　

三
党
（
又
は
自
由
党
と
民
主
党
の
二
党
）
が
そ
れ
ぞ
れ
候
補
を
立
て
て
対
立
す
る
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
（
北
海
道
、
青
森
、
福
島
、
千

葉
、
愛
知
、
三
重
、
岡
山
、
香
川
、
高
知
、
佐
賀
）。
ま
た
、
自
由
党
、
民
主
党
が
そ
れ
ぞ
れ
候
補
を
立
て
、
そ
の
一
方
に
社
会
党
が
相

乗
り
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
民
主
党
と
社
会
党
が
相
乗
り
し
て
自
由
党
と
対
立
し
た
の
が
石
川
、
長
崎
で
、
逆
に
、
自
由

党
と
社
会
党
が
相
乗
り
し
て
民
主
党
と
対
立
し
た
の
が
岐
阜
、
鳥
取
で
あ
る
。

　

そ
の
他
は
、
民
主
党
公
認
と
三
党
推
薦
が
争
っ
た
島
根
、
自
由
党
、
民
主
党
の
推
薦
と
民
主
党
、
社
会
党
の
推
薦
が
争
っ
た
山
口
、
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複
数
の
保
守
系
無
所
属
が
争
っ
た
奈
良
で
あ
る
。
な
お
、
徳
島
と

宮
崎
は
、
中
道
と
位
置
付
け
て
い
る
国
民
協
同
党
の
勢
力
が
強
く
、

自
由
党
と
民
主
党
は
候
補
者
を
立
て
て
い
な
い
の
で
、
統
一
候
補

で
も
分
裂
で
も
な
い
「
そ
の
他
」
に
区
分
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
保
守
二
党
、
革
新
一
党
の
主
要
三
党
が
、
知
事

と
い
う
一
つ
の
イ
ス
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
た
選
挙
の
構
図
は
ま

さ
に
多
様
で
あ
り
、
自
由
党
と
民
主
党
、
自
由
党
と
社
会
党
、
民

主
党
と
社
会
党
、
自
由
党
と
民
主
党
と
社
会
党
と
い
っ
た
、
相
乗

り
の
組
み
合
わ
せ
が
す
べ
て
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
保

守
が
一
本
化
さ
れ
た
選
挙
は
む
し
ろ
少
数
派
で
あ
り
、「
保
守
分

裂
」
の
選
挙
が
六
割
近
く
を
占
め
て
い
た
。

　

次
に
、
第
二
回
の
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
た
一
九
五
一
年
四

月
当
時
は
、
自
由
党
（
日
本
自
由
党
か
ら
民
主
自
由
党
を
経
て
一
九

五
〇
年
に
改
称
）
の
単
独
内
閣
で
あ
る
第
三
次
吉
田
内
閣
で
、
国

民
民
主
党
（
民
主
党
と
国
民
協
同
党
が
合
同
し
て
発
足
。
便
宜
上
、

以
下
、
民
主
党
と
表
記
）
と
社
会
党
が
主
要
な
野
党
で
あ
っ
た
。

三
党
が
主
要
政
党
で
あ
る
状
況
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
が
、
一
九

四
七
年
四
月
当
時
に
く
ら
べ
る
と
、
自
由
党
は
大
幅
に
勢
力
を
伸

ば
し
、
民
主
党
と
社
会
党
は
勢
力
を
弱
め
て
い
た
。
第
二
回
知
事

件数 比率

保守政党が統一候補

⾃由・⺠主 VS 社会（共産） 14 30.4％

37.0％⾃由 or ⺠主 VS 社会 2 4.3％

⾃由・⺠主・社会 1 2.2％

保守分裂

⾃由・⺠主 VS 社会 VS 保守系 10 21.7％

58.7％

⾃由 VS ⺠主 VS 社会 10 21.7％

⾃由 VS ⺠主・社会 2 4.3％

⾃由・社会 VS ⺠主 2 4.3％

その他 3 6.5％

その他 2 4.3％

合計 46 100％

図表 1　第 1回知事選挙の構図

出典：著者作成
注：�保守政党は日本自由党（「自由党」と表記）と民主党。国民協同党は中道政党として

扱っているので保守政党に含まれない。
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選
挙
の
動
向
を
整
理
し
た
の
が
図
表
2
で
あ
る
。

　

当
時
の
知
事
選
挙
に
つ
い
て
も
、
自
由
党
と
民
主
党
が
相
乗
り

し
て
社
会
党
に
対
抗
す
る
、
保
革
対
決
型
が
最
も
多
か
っ
た
（
北

海
道
、
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
山
形
、
福
島
、
茨
城
、
東
京
、
神
奈
川
、

長
野
、
静
岡
、
京
都
、
大
阪
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
山
口
、
福
岡
、
大

分
）。
他
に
、
自
由
党
と
社
会
党
が
争
っ
た
の
が
、
香
川
と
高
知
、

自
由
、
民
主
、
社
会
の
三
党
相
乗
り
が
三
重
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
保
守
分
裂
」
の
選
挙
と
し
て
は
、
国
政
の
与

野
党
の
枠
組
み
と
同
じ
で
あ
る
、
民
主
党
と
社
会
党
が
相
乗
り
し

て
自
由
党
に
対
抗
す
る
と
い
う
構
図
が
多
か
っ
た
（
栃
木
、
千
葉
、

山
梨
、
滋
賀
、
島
根
、
岡
山
、
広
島
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
鹿
児

島
）。
そ
の
他
の
保
守
分
裂
選
挙
の
構
図
は
多
様
で
あ
り
、
自
由
、

民
主
、
社
会
の
三
党
が
そ
れ
ぞ
れ
に
候
補
を
立
て
る
ケ
ー
ス
（
埼

玉
、
新
潟
）、
自
由
党
、
民
主
党
、
保
守
系
無
所
属
が
争
う
ケ
ー

ス
（
石
川
）、
自
由
党
と
民
主
党
の
相
乗
り
に
社
会
党
と
相
乗
り

し
た
保
守
系
無
所
属
が
挑
む
ケ
ー
ス
（
秋
田
、
群
馬
、
兵
庫
）
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
は
自
由
党
内
が
分
裂
す
る
例
も
多
く
、
自

由
党
・
民
主
党
の
相
乗
り
と
自
由
党
公
認
（
愛
知
）、
自
由
党
本

部
推
薦
（
民
主
党
も
推
薦
）
と
自
由
党
県
連
推
薦
（
奈
良
）、
自
由

件数 比率

保守政党が統一候補

⾃由・⺠主 VS 社会（共産） 18 39.1％

45.7％⾃由 VS 社会 2 4.3％

⾃由・⺠主・社会 1 2.2％

保守分裂

⾃由 VS ⺠主・社会 11 23.9％

54.3％

⾃由 VS ⺠主 VS 社会 or 保守 3 6.5％

⾃由・⺠主 VS 保守・社会 3 6.5％

⾃由分裂 6 13.0％

その他 2 4.3％

合計 46 100％

図表 2　第 2回知事選挙の構図

出典：著者作成
注：�第 2 回知事選挙は 1948 年 1 月から 1951 年 5 月の間に実施。自由党は 1948 年 3 月か

ら 1950 年 3 月までは民主自由党（民自党）。民主党は 1950 年 4 月に国民協同党と合
同して以降は国民民主党。
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党
公
認
と
自
由
党
推
薦
と
民
主
党
推
薦
（
福
井
）、
自
由
党
本
部

推
薦
と
自
由
党
県
連
推
薦
と
民
主
党
・
社
会
党
の
相
乗
り
（
愛

媛
）
な
ど
で
あ
る
（
他
に
、
徳
島
と
宮
崎
）。
こ
の
よ
う
に
、
当
時

の
「
保
守
分
裂
」
は
多
様
な
状
況
を
呈
し
て
お
り
、
件
数
も
依
然

と
し
て
半
数
を
超
え
て
い
た
が
、
一
九
四
七
年
時
点
よ
り
は
や
や

減
少
し
て
い
た
。

　

次
に
、
第
三
回
の
統
一
地
方
選
が
行
わ
れ
た
一
九
五
五
年
四
月

当
時
は
第
二
次
鳩
山
内
閣
で
、
与
党
は
日
本
民
主
党
（
国
民
民
主

党
の
流
れ
を
く
む
改
進
党
に
自
由
党
の
一
部
が
合
流
。
便
宜
上
、
以
下
、

民
主
党
と
表
記
）、
主
要
野
党
は
自
由
党
と
、
当
時
、
左
右
両
派
に

分
裂
し
て
い
た
社
会
党
で
あ
る
。
第
三
回
知
事
選
挙
の
動
向
を
整

理
し
た
の
が
図
表
3
で
あ
る
。

　

当
時
の
知
事
選
挙
の
構
図
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
民
主

党
・
自
由
党
対
左
派
社
会
党
・
右
派
社
会
党
（
左
派
、
右
派
片
方

だ
け
の
場
合
も
含
む
）
の
保
革
対
決
で
あ
る
（
北
海
道
、
岩
手
、
茨

城
、
栃
木
、
東
京
、
神
奈
川
、
富
山
、
山
梨
、
長
野
、
岐
阜
、
静
岡
、

愛
知
、
三
重
、
京
都
、
兵
庫
、
奈
良
、
和
歌
山
、
愛
媛
、
福
岡
、
鹿
児

島
）。
ま
た
、
自
由
党
と
社
会
党
の
争
い
と
な
っ
た
の
が
、
宮
城
、

福
島
、
香
川
、
高
知
、
宮
崎
で
あ
り
、
他
方
で
、
秋
田
、
千
葉
、

件数 比率

保守政党が統一候補

⾃由・⺠主 VS 社会（共産） 20 43.5％

67.4％⾃由 VS 社会 5 10.9％

⾃由・⺠主・社会 7 15.2％

保守分裂

⾃由 VS ⺠主 3 6.5％

32.6％

⾃由 VS ⺠主・社会 4 8.7％

⾃由・社会 VS ⺠主 1 2.2％

⾃由分裂⼜は⺠主分裂 4 8.7％

その他 2 4.3％

合計 46 100％

図表 3　第 3回知事選挙（保守合同まで）の構図

出典：著者作成
注：�第 3 回知事選挙は 1951 年 12 月から 1955 年 4 月の間に実施。民主党は 1952 年 2 月

から 54 年 11 月まで改進党、その後、日本民主党。「社会」は左派社会党、右派社
会党のいずれかが公認、推薦している場合も含む。
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島
根
、
岡
山
、
広
島
、
佐
賀
、
熊
本
は
保
革
相
乗
り
と
な
っ
た（

（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
保
守
分
裂
」
は
、
民
主
党
と
自
由
党
が
そ
れ
ぞ
れ
候
補
を
擁
立
し
た
の
が
鳥
取
、
徳
島
、
大
分
で
あ
り
、
他
に
、

民
主
党
と
社
会
党
の
相
乗
り
に
自
由
党
が
挑
む
ケ
ー
ス
（
山
形
、
埼
玉
、
新
潟
、
長
崎
）、
逆
に
、
自
由
党
と
社
会
党
の
相
乗
り
に
民

主
党
が
挑
む
ケ
ー
ス
（
石
川
）
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
自
由
党
内
（
青
森
、
滋
賀
）、
民
主
党
内
（
福
井
、
大
阪
）
が
分
裂
す
る
ケ
ー
ス

も
み
ら
れ
た
。
そ
の
他
は
、
自
由
党
、
民
主
党
が
公
認
、
推
薦
し
な
い
保
守
系
無
所
属
が
三
名
立
っ
た
群
馬
、
二
名
立
っ
た
山
口
で

あ
る
。

　

こ
こ
で
知
事
公
選
制
導
入
か
ら
保
守
合
同
ま
で
の
「
保
守
分
裂
」
の
件
数
を
整
理
す
る
と
、
第
一
回
で
は
二
七
選
挙
（
五
八
・

七
％
）、
第
二
回
で
は
二
五
選
挙
（
五
四
・
三
％
）、
第
三
回
で
は
一
五
選
挙
（
三
二
・
六
％
）
と
な
る
。「
保
守
分
裂
」
の
選
挙
は
、

全
体
と
し
て
は
半
数
近
く
で
あ
り
（
一
三
八
件
の
う
ち
六
七
件
、
四
八
・
六
％
）、
当
初
は
六
割
近
く
を
占
め
て
い
た
が
、
保
守
合
同

前
の
三
年
間
は
三
割
強
に
減
っ
て
い
た
。

三　

知
事
選
挙
に
お
け
る
保
守
分
裂
（
保
守
合
同
後
）

（
一
）
保
守
合
同
直
後
の
知
事
選
挙

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
一
九
五
五
年
一
一
月
に
民
主
党
と
自
由
党
は
合
同
し
て
自
民
党
（
自
由
民
主
党
）
が
誕
生
す
る
。
左
右
の
社

会
党
は
す
で
に
同
年
一
〇
月
に
統
一
し
て
お
り
、
保
守
合
同
時
、
衆
議
院
の
議
席
の
九
七
％
が
自
社
両
党
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い

た
。
唯
一
の
保
守
政
党
と
な
っ
た
自
民
党
は
、
知
事
選
挙
に
お
い
て
、
候
補
者
を
一
本
化
す
る
の
が
基
本
に
な
る
が
、
当
初
は
、
候

補
者
調
整
が
不
調
に
終
わ
っ
て
分
裂
選
挙
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
図
表
4
は
、
自
民
党
の
結
党
以
降
、
知
事
選
挙
に
お

い
て
自
民
党
が
分
裂
し
た
選
挙
の
占
め
る
割
合
の
推
移
を
四
年
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
自
民
党
結
党
か
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ら
数
年
は
、
三
分
の
一
以
上
が
分
裂
選
挙
で
あ
っ
た
。

　

保
守
合
同
後
、
各
地
で
最
初
に
行
わ
れ
た
知
事
選
挙
の
動
向

か
ら
整
理
し
よ
う
（
図
表
5
）。
選
挙
の
構
図
と
し
て
最
も
多

い
の
は
、
自
民
党
と
社
会
党
が
そ
れ
ぞ
れ
候
補
を
擁
立
す
る
保

革
対
決
で
あ
る
（
北
海
道
、
茨
城
、
栃
木
、
埼
玉
、
千
葉
、
東
京
、

神
奈
川
、
新
潟
、
山
梨
、
静
岡
、
愛
知
、
滋
賀
、
大
阪
、
奈
良
、
鳥

取
、
山
口
、
愛
媛
、
福
岡
、
佐
賀
）。
他
方
で
、
自
民
党
と
社
会

党
が
相
乗
り
し
た
の
は
、
岩
手
、
秋
田
、
山
形
、
石
川
、
長
野
、

三
重
、
京
都
、
兵
庫
、
岡
山
、
広
島
、
高
知
、
大
分
、
鹿
児
島

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
山
形
と
広
島
は
他
に
候
補
者
が
お
ら
ず

に
無
投
票
当
選
と
な
り
、
両
県
以
外
は
自
社
の
相
乗
り
候
補
に

共
産
党
が
挑
む
と
い
う
構
図
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
、
立
候
補

者
が
自
民
党
公
認
又
は
推
薦
の
み
で
、
無
投
票
当
選
と
な
っ
た

選
挙
が
二
つ
あ
る
（
香
川
、
徳
島
）。

　

こ
れ
ら
以
外
の
一
二
選
挙
、
約
四
分
の
一
が
自
民
党
の
分
裂

選
挙
で
あ
る
。
自
民
党
公
認
と
保
守
系
無
所
属
が
争
っ
た
の
が
、

青
森
、
宮
城
、
福
島
、
群
馬
、
富
山
、
岐
阜
、
島
根
、
熊
本
、

宮
崎
で
、
こ
の
う
ち
、
福
島
、
富
山
、
岐
阜
は
、
保
守
系
無
所

属
に
社
会
党
が
相
乗
り
し
た
。
自
民
党
が
公
認
、
推
薦
候
補
を

40%

30%

20%

10%

0%

35.3%

19.1%

26.0%

16.7%
12.0%

7.8%

11.8%

20.4%

8.3%

4.3%

21.2%

12.5%

21.6%

12.2%

28.6%

6.1%
4.0%

55 59 63 67 71 75 79 83 87 91 95 99 03 07 11 15 19

図表 4　自民党分裂選挙の占める割合

出典：著者作成
注：�期間の区分は、例えば「59」は、統一地方選選挙の実施年である 1959 年の 1 月から 4 年間

（1962 年 12 月まで）。ただし、「55」は自民党が結党した 1955 年 11 月以降、「19」は 2022 年 9
月まで。
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決
定
で
き
ず
、
保
守
系
無
所
属
同
士
に
よ
る
争
い
と
な
っ
た
の
が
福
井
、
和
歌
山
、

長
崎
で
、
こ
の
う
ち
、
和
歌
山
、
長
崎
は
、
一
方
の
保
守
系
無
所
属
に
社
会
党

（
又
は
社
会
党
と
共
産
党
）
が
相
乗
り
し
た
。

（
二
）
分
裂
選
挙
の
減
少
期
（
八
〇
年
代
中
期
）

　

そ
の
後
、
自
民
党
の
一
党
優
位
体
制
が
安
定
化
す
る
な
か
で
、
分
裂
選
挙
は
減

少
へ
と
向
か
い
、
一
九
八
三
～
八
六
年
の
期
間
は
二
件
（
四
・
三
％
）
の
み
と
な

る
（
図
表
4
）。
保
守
合
同
か
ら
し
ば
ら
く
の
期
間
は
、
分
裂
が
懸
念
さ
れ
る
知

事
選
挙
に
対
し
て
は
、
自
民
党
の
党
本
部
が
積
極
的
に
介
入
し
て
、
候
補
の
い
ず

れ
か
に
公
認
を
出
す
こ
と
に
よ
り
調
整
を
図
る
こ
と
が
多
か
っ
た（

（1
（

。
ま
た
、
一
九

六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
都
市
部
を
中
心
に
保
革
が
拮
抗
す
る

知
事
選
挙
が
増
え
、
自
民
党
側
に
分
裂
す
る
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
、

分
裂
選
挙
が
減
少
し
て
い
っ
た
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
自
民
党
の
分
裂
選
挙
が
二
件
（
新
潟
、
徳
島
）
に
減
っ
て
い
た
一
九

八
三
～
八
六
年
の
状
況
を
み
よ
う
（
図
表
6
）。
新
潟
で
は
、
自
民
党
公
認
で
四

選
を
め
ざ
す
現
職
の
君
健
男
に
、
保
守
系
無
所
属
の
諸
里
正
典
、
社
会
党
推
薦
の

今
井
敬
弥
ら
が
挑
ん
だ
。
前
十
日
町
市
長
の
諸
里
は
二
五
％
近
い
得
票
を
得
た
が
、

君
に
惨
敗
し
た
。
多
選
を
続
け
る
現
職
に
対
し
て
不
満
を
も
つ
勢
力
が
、
党
に
反

旗
を
翻
し
た
事
例
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。「
阿
波
戦
争
」
と
し
て
知
ら
れ
る
徳

件数 比率

⾃⺠一本化

⾃⺠ VS 社会 19 41.3％

73.9％⾃⺠・社会相乗り 13 28.3％

⾃⺠の対立候補なし 2 4.3％

⾃⺠分裂

⾃⺠公認 VS 保守系無所属
社会関与せず 6 13.0％

26.1％
保守系無所属に社会相乗り 3 6.5％

保守系無所属 VS 保守系無所属
社会関与せず 1 2.2％

一方の保守系無所属に社会相乗り 2 4.3％

合計 46 100％

図表 5　自民党結党後の最初の知事選挙の構図

出典：著者作成
注：�1955 年 11 月 15 日以降に実施された各地での最初の知事選挙。なお、図表 2 の「55」年は

1955 年 11 月 15 日から 1958 年末までに実施された 17 選挙なので、対象が異なる。
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島
は
、
現
職
の
三
木
申
三
と
前
徳
島
市
長
の
山
本
潤
造
と
の
激
し
い
分
裂
と
な
り
、
自

民
党
は
、
県
連
、
党
本
部
と
も
に
推
薦
を
見
送
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
結
果
は
、
後

藤
田
正
晴
系
の
三
木
が
社
公
民
の
推
薦
も
得
て
、
三
木
武
夫
系
の
山
本
を
制
し
た
。
派

閥
を
異
に
す
る
地
元
有
力
国
会
議
員
の
グ
ル
ー
プ
が
、
他
党
を
も
巻
き
込
ん
で
対
立
を

深
め
た
事
例
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
両
選
挙
以
外
は
、
自
民
党
は
分
裂
し
な
か
っ
た
。
当
時
は
、
公
明
党

と
民
社
党
が
自
民
党
に
相
乗
り
す
る
「
自
公
民
」
路
線
が
定
着
し
、
社
会
党
も
共
産
党

か
ら
離
れ
、
自
公
民
勢
力
と
の
相
乗
り
に
舵
を
切
り
つ
つ
あ
っ
た
。「
自
公
民
」
の
相

乗
り
が
社
会
党
、
共
産
党
、
又
は
両
党
と
争
っ
た
の
が
、
北
海
道
、
宮
城
、
秋
田
、
山

形
、
福
島
、
茨
城
、
群
馬
、
千
葉
、
東
京
、
岐
阜
、
和
歌
山
、
岡
山
、
山
口
、
長
崎
、

大
分
、
宮
崎
、「
自
社
公
民
」
の
相
乗
り
が
共
産
党
と
争
っ
た
の
が
、
栃
木
、
福
井
、

山
梨
、
長
野
、
愛
知
、
三
重
、
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
奈
良
、
鳥
取
、
島
根
、

広
島
、
香
川
で
あ
る
。
こ
の
他
、
富
山
は
自
民
・
公
明
の
相
乗
り
、
福
岡
は
自
民
・
民

社
の
相
乗
り
で
あ
っ
た
。

　

自
民
党
が
単
独
で
社
会
党
、
共
産
党
、
又
は
両
党
と
争
っ
た
の
が
、
青
森
、
岩
手
、

石
川
、
静
岡
、
愛
媛
、
高
知
、
佐
賀
、
熊
本
、
鹿
児
島
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
他
党
と

相
乗
り
せ
ず
と
も
自
民
党
単
独
で
知
事
選
挙
を
制
し
う
る
と
判
断
さ
れ
た
地
域
で
あ
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。「
そ
の
他
」
は
、
自
民
党
が
単
独
で
社
会
党
、
公
明
党
、
共
産

党
ら
の
相
乗
り
と
争
っ
た
埼
玉
、
沖
縄（

（1
（

、
そ
し
て
、
自
民
党
か
ら
共
産
党
ま
で
主
要
政

件数 比率

自民一本化 自民・公明・民社　VS　共産（社会） 16 34.0％

自民・社会・公明・民社　VS　共産 15 31.9％

自民・民社（又は公明）　VS　共産（社会） 2 4.3％

自民　VS　社会（共産） 9 19.1％

その他 3 6.4％

自民分裂（自民公認 VS 保守系無所属、
　　　　　保守系無所属 + 社公民 VS 保守系無所属）

2 4.3％

合計 47 100％

図表 6　1983 ～ 86 年の知事選挙の構図

出典：著者作成
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党
が
す
べ
て
相
乗
り
し
た
神
奈
川
で
あ
る
。

　

こ
の
当
時
、
自
民
党
は
分
裂
す
る
こ
と
な
く
一
本
化
し
た
上
で
、
公
明
党
、
民
社
党
、
そ
し
て
社
会
党
と
の
相
乗
り
を
進
め
、
県

政
与
党
の
座
を
着
実
に
確
保
す
る
と
い
う
姿
勢
を
強
め
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

（
三
）
分
裂
選
挙
の
増
加
期
①
（
九
〇
年
代
前
半
）

　

し
か
し
、
八
〇
年
代
の
後
半
か
ら
自
民
党
の
分
裂
選
挙
は
増
加
へ
と
転
じ
る
（
図
表
4
）。
当
時
、
分
裂
選
挙
が
増
え
て
い
っ
た

要
因
と
し
て
、
片
岡
（
一
九
九
四
）
は
、
①
自
民
党
総
裁
選
に
お
け
る
予
備
選
挙
の
導
入（

（1
（

が
国
政
派
閥
の
対
立
を
地
方
に
拡
げ
、
地

元
選
出
国
会
議
員
を
中
心
と
し
た
亀
裂
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
②
社
会
党
が
自
民
党
と
の
相
乗
り
路
線
を
強
め
て
保

革
対
決
選
挙
が
後
退
し
た
こ
と
に
よ
り
、
自
民
党
県
連
内
の
緊
張
感
が
一
層
弛
緩
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る（

（1
（

。

　

こ
こ
で
、
分
裂
選
挙
に
占
め
る
割
合
が
二
割
程
度
に
増
加
し
て
い
た
、
一
九
九
一
～
九
四
年
の
期
間
の
分
裂
選
挙
を
整
理
し
よ
う

（
図
表
7
）。
当
時
の
分
裂
選
挙
一
〇
件
の
う
ち
九
件
は
、
自
民
党
推
薦
候
補
（
青
森
は
公
認
）
と
保
守
系
無
所
属
の
争
い
で
あ
っ
た

が
、
石
川
で
は
、
一
方
を
推
薦
す
る
と
亀
裂
を
深
め
る
な
ど
と
し
て
県
連
が
自
主
投
票
と
し
た
た
め
、
両
方
が
保
守
系
無
所
属
と

な
っ
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
片
岡
（
一
九
九
四
）
が
分
裂
増
加
の
要
因
と
し
た
二
点
に
つ
い
て
、
確
認
し
よ
う
。
ま
ず
、
地
元
選
出
国
会
議
員
間

の
対
立
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
主
軸
と
な
っ
た
例
が
、
石
川
と
山
梨
で
あ
る
。
自
主
投
票
と
な
っ
た
石
川
で
は
、
四
人
の
衆
議
院
議

員
の
う
ち
、
奥
田
敬
和
（
竹
下
派
）
と
瓦
力
（
宮
沢
派
）
が
中
西
陽
一
、
森
喜
朗
（
安
倍
派
）
が
杉
山
栄
太
郎
を
そ
れ
ぞ
れ
支
援
し
、

坂
本
三
十
次
（
河
本
派
）
は
中
立
を
維
持
し
た
。
山
梨
で
は
自
民
党
は
小
沢
澄
夫
を
推
薦
し
た
が
、
田
辺
国
男
（
安
倍
派
）
と
堀
内

光
雄
（
宮
沢
派
・
落
選
中
）
は
対
立
す
る
天
野
建
を
支
援
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
金
丸
信
（
竹
下
派
）
と
中
尾
栄
一
（
中
曽
根
派
）
が

小
沢
を
支
援
し
た
。
こ
の
二
つ
の
選
挙
は
、
国
会
議
員
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
分
裂
の
基
軸
と
な
っ
た
典
型
と
い
っ
て
よ
い
。
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他
に
、
青
森
で
は
、
四
期
目
を
め
ざ
す
自
民
党
公
認
の
北
村
正
哉
と
、

宮
沢
派
の
参
議
院
議
員
だ
っ
た
山
崎
竜
男
と
の
争
い
と
な
っ
た
が
、
県
選

出
衆
議
院
議
員
で
宮
沢
派
の
田
沢
吉
郎
は
山
崎
を
支
援
し
た（

（1
（

。
広
島
で
は
、

宮
沢
派
の
参
議
院
議
員
だ
っ
た
自
民
党
推
薦
の
藤
田
雄
山
と
、
三
塚
派
幹

部
の
亀
井
静
香
の
兄
で
元
県
議
の
亀
井
郁
夫
の
争
い
と
な
り
、
三
塚
派
は

亀
井
を
支
援
し
た（

（1
（

。
こ
の
二
つ
の
選
挙
も
、
国
会
議
員
を
中
心
と
す
る
グ

ル
ー
プ
が
分
裂
の
芽
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
東
京
は
、

都
連
会
長
の
粕
谷
茂
ほ
か
都
選
出
国
会
議
員
の
大
半
が
党
の
推
薦
候
補
で

あ
る
磯
村
尚
徳
で
は
な
く
、
四
選
を
め
ざ
す
鈴
木
俊
一
を
支
援
し
た
が
、

こ
れ
は
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
間
で
の
対
立
で
は
な
く
、
党
本
部
と
都

連
と
の
対
立
と
い
う
構
図
で
あ
る（

（1
（

。

　

次
に
、
当
時
の
社
会
党
は
自
民
党
と
の
相
乗
り
路
線
を
強
め
て
い
た
が
、

自
民
党
と
の
対
決
を
選
択
し
た
地
域
も
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
期
間
で
は

青
森
、
福
岡
、
広
島
、
東
京
の
四
件
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
青
森
で
は
共

産
党
、
福
岡
で
は
共
産
党
と
社
民
連
、
広
島
で
は
公
明
党
、
民
社
党
、
社

民
連
と
の
相
乗
り
を
形
成
し
て
お
り
、
自
民
党
の
分
裂
が
社
会
党
を
中
心

と
す
る
革
新
側
に
漁
夫
の
利
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

現
に
福
岡
で
は
、
社
会
、
共
産
、
社
民
連
の
三
党
推
薦
で
三
期
目
を
め
ざ

す
革
新
側
の
奥
田
八
二
が
圧
勝
し
て
い
る
。
し
か
し
、
青
森
で
は
、
社
会

図表 7　1991 ～ 94 年の自民党分裂選挙

出典：著者作成
注：�網掛けは現職知事で、数値は当選した場合の任期数。他党推薦の（　）は支持。〇は当選、×

は落選。得票率 10％以上の候補のみ掲載。青森の北村は自民党公認。
　　�社：社会党、公：公明党、民：民社党、共：共産党、連：社民連、生：新生党、日：日本新党、

さ：新党さきがけ。

自民党推薦 他党推薦 保守系候補 他党推薦 保守系候補 他党推薦 非自民系候補 推薦

石川 91 中西陽一 8 〇 杉山栄太郎 社公民 ×

青森 91 北村正哉 4 （民） 〇 山崎竜男 × 金沢茂 社共 ×

山梨 91 小沢澄夫 社公民 × 天野建 〇

東京 91 磯村尚徳 公民 × 鈴木俊一 4 〇

福岡 91 重富吉之助 × 山崎広太郎 × 奥田八二 3 社共連 〇

高知 91 川崎昭典 × 橋本大二郎 （社） 〇

山口 92 平井龍 5 公民 〇 松岡満寿男 連 ×

岡山 92 長野士郎 6 （公）民 〇 西岡憲康 ×

茨城 93 橋本晶 生日さ 〇 佐川一信 × 田中克也 ×

広島 93 藤田雄山 〇 亀井郁夫 × 菅川健二 社公民連 ×
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党
と
共
産
党
の
相
乗
り
が
二
位
に
つ
け
た
も
の
の
、
自
民
党
公
認
が

圧
勝
し
た
。
広
島
で
は
、
分
裂
し
た
自
民
党
が
一
位
と
二
位
に
つ
け

て
、
非
自
民
側
は
三
位
に
沈
ん
だ
。
青
森
も
広
島
も
、
非
自
民
側
に

は
漁
夫
の
利
を
得
る
ほ
ど
の
勢
力
は
な
く
、
当
時
、
福
岡
以
外
で
は
、

自
民
党
は
分
裂
し
て
も
知
事
与
党
の
座
を
明
け
渡
す
心
配
は
な
か
っ

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
四
）
分
裂
選
挙
の
増
加
期
②
（
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
）

　

八
〇
年
代
の
後
半
か
ら
増
加
傾
向
に
入
っ
た
保
守
分
裂
は
、
二
〇

〇
〇
年
代
に
な
る
と
二
割
程
度
を
占
め
る
状
況
が
続
く
（
図
表
4
）。

次
に
、
二
〇
〇
三
年
～
〇
六
年
の
期
間
の
分
裂
選
挙
を
整
理
し
よ
う

（
図
表
8
）。
こ
の
時
期
は
、
党
本
部
の
推
薦
が
減
り
、
党
本
部
で
は

な
く
県
連
が
推
薦
す
る
ケ
ー
ス
や（

（1
（

、
県
連
が
推
薦
候
補
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
加
し
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。
以
下
で
は
、

党
本
部
が
推
薦
し
な
か
っ
た
（
で
き
な
か
っ
た
）
事
例
を
確
認
し
て

い
こ
う
。

　

こ
の
期
間
、「
県
連
推
薦
」
と
な
っ
た
の
は
高
知
（
〇
三
年
）
と

鹿
児
島
で
あ
る
。
高
知
は
、
四
選
を
め
ざ
す
現
職
の
橋
本
大
二
郎
と

元
高
知
市
長
の
松
尾
徹
人
に
分
裂
し
、
県
連
は
松
尾
を
推
薦
し
た
が
、

図表 8　2003 ～ 06 年の自民党分裂選挙

出典：著者作成
注：�網掛けは現職で、数値は当選した場合の任期数。（支）は県連支持。他党推薦の（　）は支持。

〇は当選、×は落選。
　　�民：民主党、由：自由党、社：社民党、公：公明党。山形の高橋は社民推薦。滋賀の嘉田は社

民支持。

候補者 1 自民党 他党推薦 候補者 2 候補者 3 候補者 4

山梨 03 山本栄彦 民由 〇 横内正明 × 井上幸彦 ×

佐賀 03 古川康 （県連支持） 〇 樋口久俊（支） × 宮原岩政（支） × 林田重人（支） ×

三重 03 野呂昭彦 民由社 〇 村尾信尚 × 水谷俊郎 ×

宮崎 03 牧野俊雄 民社 × 安藤忠恕 〇

高知 03 松尾徹人 県連推薦 社（公民） × 橋本大二郎 4 〇

大阪 04 太田房江 2 党本部推薦 公民社 〇 江本孟紀 ×

鹿児島 04 溝口宏二 県連推薦 （公） × 伊藤祐一郎 〇 溜水義久 ×

新潟 04 泉田裕彦 党本部推薦 公 〇 小林一三 × 宮越馨 ×

高知 04 松尾徹人 党本部推薦 社（公） × 橋本大二郎 5 〇

山形 05 斎藤弘 〇 高橋和雄 4 ×

滋賀 06 國松善次 3 党本部推薦 公民 × 嘉田由紀子 〇
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県
連
か
ら
推
薦
申
請
を
受
け
た
党
本
部
は
、「
協
議
が
で
き
て
い
な
い
」
な
ど
と
し
て
松
尾
の
推
薦
を
見
送
っ
た（

（1
（

。
鹿
児
島
は
、
総

務
省
出
身
の
伊
藤
祐
一
郎
と
前
県
議
会
議
長
の
溝
口
宏
二
に
分
裂
し
、
さ
ら
に
建
設
省
出
身
の
溜
水
義
久
も
自
民
党
に
推
薦
願
を
出

し
た
。
県
連
は
溝
口
の
推
薦
を
決
め
た
も
の
の
、「
対
応
は
党
員
・
党
友
の
良
識
に
委
ね
る
」
と
し
て
、
事
実
上
の
自
主
投
票
と

な
っ
た（

（1
（

。
県
連
は
党
本
部
に
推
薦
申
請
し
た
が
、
党
本
部
は
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
溝
口
の
推
薦
を
見
送
っ
た（

（2
（

。

　

そ
の
他
は
、
県
連
も
推
薦
候
補
を
決
定
す
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
山
梨
で
は
、
前
甲
府
市
長
の
山
本
栄
彦
、
自
民
党
衆
議
院
議

員
か
ら
転
じ
た
横
内
正
明
、
そ
し
て
甲
府
市
出
身
で
元
警
視
総
監
の
井
上
幸
彦
の
三
人
が
立
候
補
し
、
山
本
と
横
内
か
ら
県
連
に
推

薦
願
が
出
さ
れ
た
。
衆
議
院
小
選
挙
区
の
一
区
と
二
区
の
支
部
は
山
本
、
三
区
の
支
部
は
横
内
を
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
が
、

県
連
と
し
て
は
特
定
候
補
を
推
薦
し
な
い
こ
と
を
決
め
た（

（2
（

。
佐
賀
で
は
、
農
水
省
出
身
の
樋
口
久
俊
、
元
県
議
会
議
長
で
自
民
党
県

連
会
長
も
務
め
た
宮
原
岩
政
、
総
務
省
出
身
の
古
川
康
、
元
県
教
育
長
の
林
田
重
人
の
四
人
が
自
民
党
に
推
薦
願
を
出
し
た
が
、
県

連
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
四
人
全
員
を
「
支
持
」
す
る
と
い
う
異
例
の
決
定
を
行
っ
た
。

　

他
の
三
県
は
、
県
連
と
し
て
は
初
の
自
主
投
票
に
追
い
込
ま
れ
た（

（2
（

。
三
重
で
は
、
二
期
務
め
た
前
職
の
後
任
を
め
ぐ
っ
て
、
元
自

民
党
衆
議
院
議
員
で
元
松
阪
市
長
の
野
呂
昭
彦
、
財
務
省
出
身
の
村
尾
信
尚
、
元
自
民
党
県
議
の
水
谷
俊
郎
の
三
人
に
分
裂
、
宮
崎

で
は
、
六
期
務
め
た
前
職
の
後
任
を
め
ぐ
っ
て
、
と
も
に
県
庁
出
身
の
安
藤
忠
恕
と
牧
野
俊
雄
に
分
裂
、
山
形
で
は
、
四
選
を
め
ざ

す
現
職
の
高
橋
和
雄
と
加
藤
紘
一
元
幹
事
長
ら
が
推
す
元
日
銀
の
斎
藤
弘
に
分
裂
し
、
い
ず
れ
も
一
本
化
に
い
た
ら
ず
、
自
主
投
票

と
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
期
間
は
県
連
内
の
分
裂
が
深
刻
化
し
て
、
県
連
が
候
補
者
を
一
本
化
で
き
ず
、
結
果
、
党
と
し
て
推
薦
候

補
を
決
定
で
き
な
い
と
い
う
例
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
県
連
が
推
薦
候
補
の
一
本
化
に
こ
ぎ
つ
け
て
も
、
党
本
部
は
こ
れ
を

追
認
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
混
乱
に
拍
車
を
か
け
る
事
態
を
懸
念
す
る
な
ど
し
て
、
推
薦
を
見
送
る
例
も
生
じ
て
き
た
。
党
本
部
は
、

多
発
す
る
県
連
の
分
裂
を
前
に
し
て
、
静
観
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
状
況
が
増
え
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
は
、
野
党
第
一
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党
の
民
主
党
を
含
め
、
共
産
党
以
外
の
各
党
は
自
民
党
と
の
対
決
姿
勢
を
弱
め
て
お
り（

（2
（

、
自
民
党
の
分
裂
が
非
自
民
勢
力
に
漁
夫
の

利
を
も
た
ら
す
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

（
五
）
分
裂
選
挙
の
再
増
加
期
（
二
〇
一
九
年
以
降
）

　

八
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
分
裂
選
挙
が
占
め
る
割
合
は
二
割
程
度
で
推
移
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
〇
年
ご

ろ
か
ら
急
減
す
る
。
二
〇
一
一
年
か
ら
一
四
年
の
期
間
は
わ
ず
か
二
件
（
四
％
）
で
あ
り
（
図
表
4
）、
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月

の
広
島
を
最
後
に
、
二
〇
一
一
年
二
月
の
愛
知
ま
で
の
間
、
自
民
党
は
知
事
選
挙
で
分
裂
し
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
は
、
二
〇
〇
九

年
九
月
の
総
選
挙
で
民
主
党
政
権
が
誕
生
し
て
い
た
期
間
に
重
な
る
。
国
政
で
の
政
権
を
か
け
た
民
主
党
と
の
対
立
状
況
が
、
知
事

選
挙
に
お
け
る
自
民
党
の
分
裂
を
抑
制
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
安
倍
政
権
が
長
期
化
し
て
「
一
強
多
弱
」
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
く
な
か
で
、
再
び
、
自
民
党
の
分
裂
は
急

増
し
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
か
ら
二
二
年
（
九
月
ま
で
）
の
期
間
は
、
四
二
選
挙
の
う
ち
一
二
選
挙
（
二
八
・
六
％
）
が
分
裂
選
挙
と

な
っ
て
い
る
（
図
表
4
）。
こ
れ
を
整
理
し
た
の
が
図
表
9
で
あ
る
が
、「
県
連
推
薦
」
の
う
ち
徳
島
と
富
山
は
、
多
選
制
限
に
関
す

る
党
本
部
の
内
規
（
四
期
目
以
上
を
め
ざ
す
現
職
は
公
認
、
推
薦
し
な
い（

（2
（

）
に
よ
り
党
本
部
が
推
薦
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
党
本

部
が
分
裂
の
深
刻
化
を
危
惧
し
て
推
薦
を
見
送
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
こ
で
着
目
す
る
の
は
自
民
党
と
公
明
党
以
外
の
政
党
の
動
向
で
あ
る
。
こ
の
期
間
、
自
民
党
が
分
裂
し
た
と
し
て
も
、
非
自
民

勢
力
に
と
っ
て
は
、
も
は
や
漁
夫
の
利
を
ね
ら
う
状
況
に
は
な
く
、
分
裂
し
た
勢
力
の
「
ど
ち
ら
側
に
付
く
か
」「
ど
ち
ら
に
も
付

か
な
い
か
」
の
選
択
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
日
本
維
新
の
会
で
あ
る
。
維
新
の
会
は
、
県
組
織
の
推
薦
、
支
援
を
含

め
る
と
、
こ
の
期
間
、
六
件
の
分
裂
選
挙
に
関
与
し
て
い
る
が
（
福
井
、
富
山
、
兵
庫
、
千
葉
、
長
崎
、
石
川
）、
維
新
の
会
が
推
薦

又
は
支
援
し
た
候
補
が
す
べ
て
当
選
し
て
い
る
。
以
下
、
維
新
の
会
が
関
与
し
た
六
選
挙
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。
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ま
ず
、
福
井
は
、
五
期
目
を
め
ざ
す
現
職
の
西
川
一
誠
と
、
か
つ

て
西
川
の
も
と
で
副
知
事
を
務
め
た
杉
本
達
治
に
分
裂
し
た
。
杉
本

を
擁
立
し
た
の
は
、
西
川
の
多
選
や
議
会
運
営
に
不
満
を
持
つ
自
民

党
県
議
の
一
部
で
、
県
連
は
杉
本
を
推
薦
し
、
国
会
議
員
も
杉
本
を

支
援
し
た
が
、
現
職
の
西
川
は
自
民
党
県
議
多
数
派
の
支
援
を
受
け

た
（
（2
（

。
維
新
の
会
の
県
組
織
は
新
人
の
杉
本
、
立
憲
民
主
党
、
国
民
民

主
党
、
社
民
党
の
県
組
織
は
現
職
の
西
川
を
支
援
し
た
結
果
、
杉
本

が
接
戦
を
制
し
た
。

　

富
山
で
は
、
五
選
を
め
ざ
す
現
職
の
石
井
隆
一
と
、
祖
父
が
元
知

事
で
元
日
本
青
年
会
議
所
会
頭
の
新
田
八
朗
に
分
裂
し
た
。
石
井
は

県
連
の
推
薦
を
受
け
、
す
べ
て
の
県
選
出
国
会
議
員
の
支
持
も
得
た

の
に
対
し
て
、
新
田
は
、
富
山
市
選
出
の
自
民
党
県
議
や
富
山
市
長

ら
の
支
援
を
受
け
た（

（2
（

。
公
明
党
と
国
民
民
主
党
の
県
組
織
は
現
職
の

石
井
を
推
薦
し
、
維
新
の
会
の
県
組
織
は
新
人
の
新
田
を
支
援
し
た
。

結
果
は
、
新
田
が
石
井
を
抑
え
て
当
選
し
た
。

　

兵
庫
で
は
、
五
期
務
め
た
前
職
の
後
任
を
め
ぐ
っ
て
、
と
も
に
総

務
省
出
身
の
斎
藤
元
彦
と
金
沢
和
夫
に
分
裂
し
た
。
自
民
党
県
議
団

は
元
副
知
事
の
金
沢
の
擁
立
を
進
め
て
い
た
が
、
自
民
党
県
議
の
一

部
が
こ
れ
に
反
発
し
て
、
斎
藤
を
擁
立
し
た
。
維
新
の
会
は
、
大
阪

図表 9　2019 ～ 22 年の自民党分裂選挙

出典：著者作成
注：�網掛けは現職知事で、数値は当選した場合の任期数。他党推薦の「県」は県組織の推薦。（　）

は支持。〇は当選、×は落選。2022 年は 9 月まで。
　　維：日本維新の会、公：公明党、立：立憲民主党、国：国民民主党、社：社民党。

候補者 1 自民党 他党推薦 候補者 2 他党推薦 候補者 3

福井 19 杉本達治 党本部推薦 維県 〇 西川一誠 5 （立・国・社の県） ×

島根 19 大庭誠司 党本部推薦 × 丸山達也 立・国・社の会派支持 〇

徳島 19 飯泉嘉門 5 県連推薦 公県 〇 岸本泰治 ×

福岡 19 武内和久 党本部推薦 × 小川洋 3 立・国「支援」 〇

鹿児島 20 三反園訓 2 党本部推薦 公 × 伊藤祐一郎 立県 × 塩田康一 〇

富山 20 石井隆一 5 県連推薦 公県・国県 × 新田八朗 維県「支援」 〇

岐阜 21 古田肇 5 〇 江崎禎英 ×

秋田 21 佐竹敬久 4 （県連支持） 公県・（社） 〇 村岡敏英 ×

兵庫 21 斎藤　元彦 党本部推薦 維 〇 金沢和夫 立県・国県「支援」 ×

千葉 21 関政幸 党本部推薦 × 熊谷俊人 立・国・社・維の県「支援」 〇

長崎 22 大石賢吾 県連推薦 維 〇 中村法道 4 （立・国の県） ×

石川 22 馳浩 （県連支持） 維 〇 山田修路 （自県）・立県・（社県） × 山野之義 ×
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府
財
政
課
長
を
務
め
て
い
た
斎
藤
が
立
候
補
を
表
明
す
る
と
、
推
薦
を
決
め
た
。
自
民
党
は
、
県
連
の
選
挙
対
策
委
員
会
の
投
票
結

果
に
よ
っ
て
金
沢
を
推
薦
す
る
方
針
を
決
め
た
が
、
斎
藤
支
持
で
ま
と
ま
る
国
会
議
員
が
主
導
し
て
、
一
転
、
県
連
は
斎
藤
の
推
薦

を
決
め
た
。
推
薦
申
請
を
受
け
た
党
本
部
は
、
斎
藤
の
推
薦
を
決
定
し
た（

（2
（

。
立
憲
民
主
党
と
国
民
民
主
党
は
金
沢
を
支
援
し
、
他
方
、

斎
藤
に
は
自
民
党
の
国
会
議
員
と
一
部
の
県
議（

（2
（

、
そ
し
て
維
新
の
会
が
付
き
、
接
戦
を
制
し
た
。

　

千
葉
で
は
、
自
民
党
は
元
自
民
党
県
議
の
関
政
幸
を
推
薦
し
た
が
、
立
憲
民
主
党
、
国
民
民
主
党
、
維
新
の
会
、
社
民
党
の
県
組

織
が
支
援
し
、
自
民
党
の
参
議
院
議
員
も
支
援
す
る
前
千
葉
市
長
の
熊
谷
俊
人
が
圧
勝
し
た
。

　

長
崎
で
は
、
四
期
目
を
め
ざ
す
現
職
の
中
村
法
道
と
、
前
年
の
衆
院
選
で
自
民
党
の
公
募
に
応
募
し
て
落
選
し
て
い
た
医
師
の
大

石
賢
吾
に
分
裂
し
た
。
自
民
党
は
国
会
議
員
、
県
議
と
も
に
、
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
る
な
か
、
県
連
が
大
石
推
薦
を
決
め
た
も
の
の
、
党

本
部
へ
の
推
薦
申
請
は
見
送
っ
た（

（2
（

。
立
憲
民
主
党
、
国
民
民
主
党
の
県
組
織
は
現
職
の
中
村
を
支
持
し
、
維
新
の
会
は
新
人
の
大
石

を
推
薦
し
た
。
選
挙
は
、
大
石
が
五
四
一
票
差
の
激
戦
を
制
し
た
。

　

石
川
で
は
、
七
期
務
め
た
前
職
の
後
任
を
め
ぐ
っ
て
、
自
民
党
衆
院
議
員
の
馳
浩
、
自
民
党
参
院
議
員
の
山
田
修
路
、
元
自
民
党

金
沢
市
議
で
金
沢
市
長
の
山
野
之
義
に
よ
る
三
つ
巴
の
分
裂
選
挙
と
な
っ
た
。
馳
と
山
田
は
と
も
に
安
倍
派
に
属
し
て
お
り
、
山
田

は
安
倍
元
首
相
ら
の
説
得
を
振
り
切
っ
て
の
出
馬
だ
っ
た
。
県
連
は
馳
、
山
田
の
両
氏
を
「
支
持
」
し
た
上
で
自
主
投
票
と
し
た
。

維
新
の
会
は
馳
を
推
薦
し
、
立
憲
民
主
党
の
県
組
織
は
山
田
を
推
薦
、
社
民
党
の
県
組
織
も
山
田
を
支
持
し
た
。
結
果
は
、
馳
が
接

戦
を
制
し
、
山
田
は
三
位
に
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
維
新
の
会
が
推
薦
、
支
援
し
、
勝
利
し
た
六
選
挙
の
う
ち
五
選
挙
で
、
旧
民
主
党
（
立
憲
民
主
党
又
は
国
民
民
主

党
）
は
敗
れ
た
側
を
推
薦
、
支
援
し
た
。
自
民
党
の
分
裂
に
際
し
て
、
維
新
の
会
と
旧
民
主
党
は
別
の
候
補
を
支
援
す
る
こ
と
が
多

く
、
す
べ
て
維
新
の
会
が
支
援
し
た
側
が
勝
っ
て
い
る
。
ま
た
、
福
井
、
富
山
、
長
崎
は
、
現
職
と
新
人
と
の
争
い
と
な
っ
た
が
、

維
新
の
会
が
支
援
し
た
の
は
新
人
で
あ
り
、
旧
民
主
党
の
側
は
現
職
を
支
援
し
た
。
こ
れ
ら
の
選
挙
は
、
維
新
の
会
に
と
っ
て
、
自
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ら
が
改
革
派
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
に
も
な
っ
た
と
い
え
る
。
維
新
の
会
は
、
自
民
党
の
分
裂
を
奇
貨
と
し
て
、
旧
民

主
党
勢
力
を
出
し
抜
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

近
年
の
自
民
党
分
裂
は
、「
自
民
党
Ａ
＋
維
新
の
会
」
と
「
自
民
党
Ｂ
＋
旧
民
主
党
」
と
い
う
構
図
に
な
る
も
の
が
増
え
て
お
り
、

こ
う
し
た
状
況
は
、
非
自
民
勢
力
も
「
分
裂
」
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
自
民
党
は
、
知
事
選
挙
で
分
裂
し
た
と
し
て
も
、

非
自
民
勢
力
に
県
政
与
党
の
座
を
奪
わ
れ
る
懸
念
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

四　

む
す
び
に

　

以
上
、
知
事
公
選
制
導
入
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
知
事
選
挙
に
お
け
る
保
守
分
裂
の
動
向
を
時
系
列
で
確
認
し
て
き
た
。
保

守
合
同
前
の
「
保
守
分
裂
」
は
、
全
体
と
し
て
半
数
近
く
を
占
め
て
い
た
が
、
保
守
合
同
後
、
自
民
党
の
分
裂
選
挙
は
基
本
的
に
減

少
傾
向
を
示
し
、
八
〇
年
代
の
半
ば
に
は
二
％
程
度
に
ま
で
低
下
す
る
。
し
か
し
、
八
〇
年
代
の
後
半
以
降
、
増
加
し
て
、
二
〇
〇

〇
年
代
半
ば
ま
で
、
二
割
程
度
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
再
び
減
少
す
る
が
、
近
年
は
再
び
急
増
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
民
党
の
分
裂
選
挙
は
増
減
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
こ
れ
を
一
貫
し
て
説
明
で
き
る
要
因
の
特
定
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
が
、
基
本
的
に
は
、
自
民
党
に
と
っ
て
の
県
政
野
党
へ
の
転
落
可
能
性
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
え
る
。
非
自
民
勢
力
が
自

民
党
と
の
相
乗
り
傾
向
を
強
め
て
い
る
時
期
や
、
勢
力
そ
の
も
の
が
弱
体
で
あ
る
時
期
は
（「
自
公
民
」「
自
社
公
民
」
の
相
乗
り
全
盛

期
、
近
年
の
「
一
強
多
弱
」
期
）、
自
民
党
は
分
裂
し
て
も
県
政
野
党
に
転
落
す
る
可
能
性
は
低
い
の
で
、
分
裂
選
挙
は
増
え
る
。
対

し
て
、
非
自
民
勢
力
が
自
民
党
と
の
対
決
姿
勢
を
強
め
て
い
る
時
期
（
革
新
自
治
体
の
全
盛
期
、
民
主
党
の
勢
力
拡
大
期
）
は
、
自
民

党
の
分
裂
が
県
政
野
党
へ
の
転
落
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
分
裂
選
挙
は
減
る
。

　

自
民
党
の
分
裂
に
対
し
て
、
近
年
の
非
自
民
勢
力
は
、
連
携
し
て
県
政
与
党
の
座
を
奪
い
に
い
く
の
で
は
な
く
、
分
裂
し
た
自
民
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党
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
付
く
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
旧
民
主
党
と
維
新
の
会
は
、
自
民
党
の
分
裂
選
挙
に
お
い
て
、

「
分
裂
」
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
が
続
く
か
否
か
も
、
今
後
の
自
民
党
の
分
裂
選
挙
の
動
向
に
影
響
し
て

く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）　

例
え
ば
、
前
田
（
一
九
九
五
）。

（
2
）　

知
事
選
挙
に
お
け
る
自
民
党
分
裂
に
つ
い
て
、
県
連
の
選
考
過
程
に
焦
点
を
あ
て
た
分
析
と
し
て
片
岡
（
一
九
九
四
）
が
あ
り
、
笹

部
（
二
〇
一
七
）、
建
林
（
二
〇
一
三
）
も
自
民
党
組
織
の
分
析
に
お
い
て
、
知
事
候
補
者
選
考
過
程
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
辻

（
二
〇
一
〇
）
は
、
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
自
民
党
分
裂
選
挙
に
つ
い
て
、
党
本
部
、
県
連
の
公
認
、
推
薦
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
し
て
い

る
。
他
に
、
砂
原
（
二
〇
一
七
）
第
二
章
の
「
地
方
政
治
と
自
民
党
の
分
裂
」
で
は
、
一
九
六
〇
年
か
ら
九
四
年
の
知
事
選
挙
を
対
象
と

し
て
、
分
裂
の
有
無
を
従
属
変
数
と
し
た
要
因
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

（
3
）　

当
時
の
首
長
選
挙
は
、
法
定
得
票
数
（
有
効
投
票
の
八
分
の
三
以
上
）
を
得
た
候
補
が
い
な
か
っ
た
場
合
は
、
上
位
二
名
に
よ
る
決

選
投
票
を
行
う
と
い
う
制
度
で
あ
り
、
こ
れ
に
該
当
し
た
地
域
で
は
四
月
一
五
日
に
決
選
投
票
が
行
わ
れ
た
。
決
選
投
票
の
制
度
は
一
九

五
二
年
ま
で
続
い
た
。

（
4
）　

社
会
党
や
共
産
党
は
「
左
」「
社
会
主
義
政
党
」「
進
歩
派
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
当
時
は
ま
だ
「
革
新
」
と
い
う
呼
称
は
用
い

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
「
革
新
」
と
表
記
す
る
。
革
新
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
九
五
〇
年
ご
ろ
か

ら
。
及
川
（
二
〇
二
一
）、
二
～
四
頁
。

（
5
）　

通
常
「
相
乗
り
」
は
、
首
長
選
挙
に
お
け
る
、「
保
守
＋
中
道
（
＋
革
新
）」
の
連
携
、
国
政
第
一
党
と
第
二
党
の
連
携
な
ど
と
定
義

さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
広
く
知
事
選
挙
に
お
け
る
主
要
政
党
間
の
連
携
を
す
べ
て
含
む
も
の
と
し
て
用
い
る
。
従
っ
て
、
例
え
ば
、
共

産
党
と
社
会
党
が
同
一
候
補
を
推
薦
す
る
の
も
「
相
乗
り
」
で
あ
る
。

（
6
）　

こ
こ
で
日
本
自
由
党
と
日
本
進
歩
党
の
流
れ
を
く
む
政
党
と
し
て
い
る
の
は
、
民
主
自
由
党
（
民
自
党
）、
自
由
党
、
及
び
、
民
主

党
、
国
民
民
主
党
、
改
進
党
、
日
本
民
主
党
。

（
7
）　

た
だ
し
、
得
票
率
が
一
〇
％
未
満
の
候
補
は
除
外
し
て
い
る
。
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（
8
）　

当
時
は
、
社
会
党
の
公
認
候
補
を
共
産
党
が
推
薦
す
る
か
た
ち
で
の
社
共
相
乗
り
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
北
海
道
、
岩
手
、
秋
田
、

福
島
、
群
馬
、
東
京
、
富
山
、
長
野
、
静
岡
、
滋
賀
、
兵
庫
、
奈
良
、
岡
山
、
香
川
。

（
9
）　

島
根
は
民
主
党
と
自
由
党
と
左
派
社
会
党
、
熊
本
は
民
主
党
と
左
右
社
会
党
、
宮
崎
は
自
由
党
と
左
派
社
会
党
の
相
乗
り
。
そ
れ
以

外
は
、
民
主
党
、
自
由
党
、
左
派
社
会
党
、
右
派
社
会
党
の
四
党
相
乗
り
。

（
10
）　

辻
（
二
〇
一
〇
）、
四
三
～
四
五
頁
。

（
11
）　

埼
玉
は
、
社
会
、
公
明
、
民
社
、
共
産
、
社
民
連
が
相
乗
り
し
た
現
職
の
畑
和
に
自
民
党
推
薦
の
松
永
緑
郎
が
挑
ん
だ
。
沖
縄
は
社

会
、
公
明
、
共
産
と
社
会
大
衆
党
が
相
乗
り
し
た
金
城
睦
が
自
民
党
推
薦
で
現
職
の
西
銘
順
治
に
挑
ん
だ
。

（
12
）　

自
民
党
総
裁
選
に
お
い
て
予
備
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
の
は
一
九
七
八
年
一
一
月
が
最
初
。

（
13
）　

片
岡
（
一
九
九
四
）、
三
二
二
～
三
二
三
頁
。

（
14
）　
「
読
売
新
聞
」
一
九
九
一
年
一
月
二
三
日
。

（
15
）　
「
読
売
新
聞
」
一
九
九
三
年
一
一
月
八
日
。

（
16
）　

党
本
部
は
、
八
〇
歳
を
迎
え
よ
う
と
す
る
現
職
の
鈴
木
俊
一
に
勇
退
を
迫
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
磯
村
尚
徳
の
推
薦
を
決
め
た
が
、
す
で
に

党
本
部
に
鈴
木
の
推
薦
申
請
を
し
て
い
た
都
連
は
、
こ
れ
に
反
発
し
て
鈴
木
を
支
援
し
た
。

（
17
）　

辻
（
二
〇
一
〇
）
に
よ
る
と
、
県
連
が
独
自
に
推
薦
し
た
最
初
の
例
は
一
九
九
六
年
の
山
口
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
こ

う
し
た
例
が
増
え
て
い
る
の
は
、
政
党
推
薦
を
拒
否
す
る
有
力
無
党
派
候
補
に
自
民
党
県
連
が
追
随
し
て
動
い
た
こ
と
に
よ
る
と
し
て
い

る
。

（
18
）　
「
朝
日
新
聞
」
二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
三
日
（
夕
刊
）。

（
19
）　
「
読
売
新
聞
」（
鹿
児
島
版
）
二
〇
〇
四
年
三
月
一
六
日
。

（
20
）　
「
読
売
新
聞
」（
西
部
版
）
二
〇
〇
四
年
四
月
三
日
。

（
21
）　
「
朝
日
新
聞
」（
山
梨
版
）
二
〇
〇
二
年
一
二
月
一
八
日
。

（
22
）　
「
朝
日
新
聞
」（
名
古
屋
版
）
二
〇
〇
三
年
四
月
六
日
。「
朝
日
新
聞
」（
宮
崎
版
）
二
〇
〇
三
年
六
月
一
五
日
。「
朝
日
新
聞
」（
山
形

版
）
二
〇
〇
四
年
一
二
月
五
日
。

（
23
）　

民
主
党
が
知
事
選
挙
と
政
令
市
長
選
挙
で
の
自
民
党
と
の
相
乗
り
禁
止
の
原
則
を
打
ち
出
し
た
の
は
二
〇
〇
六
年
五
月
。
七
月
の
滋
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賀
で
民
主
党
は
自
民
党
と
相
乗
り
し
た
が
、
例
外
扱
い
と
さ
れ
た
。

（
24
）　

自
民
党
は
二
〇
〇
六
年
一
一
月
に
党
の
「
選
挙
対
策
要
綱
」
を
改
正
し
、「
過
去
三
期
連
続
し
て
知
事
お
よ
び
政
令
市
長
の
職
に

あ
っ
た
者
は
公
認
ま
た
は
推
薦
し
な
い
」
と
決
定
し
て
い
る
。「
毎
日
新
聞
」（
茨
城
版
）
二
〇
一
三
年
八
月
二
一
日
。

（
25
）　

二
五
人
の
自
民
党
県
議
の
う
ち
、
西
川
支
持
が
一
五
人
、
杉
本
支
持
が
一
〇
人
。「
朝
日
新
聞
」（
福
井
版
）
二
〇
〇
九
年
二
月
七
日
。

（
26
）　

自
民
党
県
議
の
う
ち
四
名
が
会
派
を
離
脱
し
て
新
田
を
支
援
し
た
。「
朝
日
新
聞
」（
富
山
版
）
二
〇
二
〇
年
九
月
三
〇
日
。

（
27
）　
「
読
売
新
聞
」（
神
戸
版
）
二
〇
二
一
年
四
月
九
日
。

（
28
）　

自
民
党
県
議
四
四
人
の
う
ち
斎
藤
支
持
は
一
一
人
。「
朝
日
新
聞
」（
大
阪
本
社
版
）
二
〇
二
一
年
四
月
三
日
。

（
29
）　
「
朝
日
新
聞
」（
長
崎
版
）
二
〇
二
二
年
一
月
一
一
日
。

引
用
文
献
・
資
料

石
上
泰
州
（
一
九
九
九
ａ
）「
知
事
選
挙
の
構
図
―
―
相
乗
り
と
保
守
分
裂
を
中
心
に
」『
北
陸
法
学
』
第
六
巻
第
四
号
、
一
九
九
九
年
三
月
、

一
〇
五
～
一
三
二
頁

石
上
泰
州
（
一
九
九
九
ｂ
）「
知
事
公
選
制
と
第
一
回
知
事
選
挙
（
一
）」『
北
陸
法
学
』
第
七
巻
第
二
号
、
一
九
九
九
年
九
月
、
一
〇
五
～

一
三
二
頁

石
上
泰
州
（
二
〇
二
二
）「
知
事
選
挙
に
お
け
る
保
守
分
裂
―
―
野
党
は
分
裂
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
せ
」
政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
改
革
者
』

二
〇
二
二
年
六
月
、
二
八
～
三
一
頁

及
川
智
洋
（
二
〇
二
一
）『
戦
後
日
本
の
「
革
新
」
勢
力
―
―
抵
抗
と
滅
亡
の
政
治
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
一
年

片
岡
正
昭
（
一
九
九
四
）『
知
事
職
を
め
ぐ
る
官
僚
と
政
治
家
―
―
自
民
党
内
の
候
補
者
選
考
政
治
』
木
鐸
社
、
一
九
九
四
年

笹
部
真
理
子
（
二
〇
一
七
）『「
自
民
党
型
政
治
」
の
形
成
・
確
立
・
展
開
―
―
分
裂
的
組
織
と
県
連
の
多
様
性
』
木
鐸
社
、
二
〇
一
七
年

砂
原
庸
介
（
二
〇
一
七
）『
分
裂
と
統
合
の
日
本
政
治　

統
治
機
構
改
革
と
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
容
』
千
倉
書
房
、
二
〇
一
七
年

建
林
正
彦
編
著
（
二
〇
一
三
）『
政
党
組
織
の
政
治
学
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
一
三
年

辻
陽
（
二
〇
一
〇
）「
日
本
の
知
事
選
挙
に
見
る
政
党
の
中
央
地
方
関
係
」『
選
挙
研
究
』
二
六
巻
一
号
、
二
〇
一
〇
年
六
月
、
三
八
～
五
二

頁
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前
田
幸
男
（
一
九
九
五
）「
連
合
政
権
構
想
と
知
事
選
挙
―
革
新
自
治
体
か
ら
総
与
党
化
へ
」『
国
家
学
会
雑
誌
』
一
〇
八
巻
一
一
・
一
二
号
、

一
九
九
五
年
一
二
月
、
一
三
二
九
～
一
三
九
〇
頁

＊
各
知
事
選
挙
に
お
け
る
各
党
の
公
認
、
推
薦
等
の
状
況
、
及
び
、
保
守
分
裂
の
状
況
は
、「
朝
日
新
聞
」（
朝
日
新
聞
ク
ロ
ス
サ
ー
チ
）、

「
読
売
新
聞
」（
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
）、「
毎
日
新
聞
」（
毎
索
）
の
記
事
に
依
拠
し
た
。




